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今年は世界的なコロナ禍のために生活スタイル、働き方も変わりました。コロナで始まりコロナ

で年を送ることとなりました。 

ウィルス感染は今に始まったことではなく過去にも度々歴史的な禍いを引き起こしてきました。人

類は手探りで解決を試みましたが未知のウィルスに対してはいまだに決定打はありません。多様な

生物が生きる自然環境とは何かをあまり学ぶことなく月日を送って来た感があります。 

テレワークシステムや AI を活用すれば不安のない生活を取り戻せるものと考えられていますが、

人との出会いが与える実体験の欠如、仕事と生活の区別のつけ方、AI の使い方など新たな問題があ

ります。新しいしくみを活用するときは新薬と同じで、副作用を考えないと思わぬ落とし穴に落ち

ることになります。 

近頃は何かにつけて総合的や多様性の専門用語が使われていますが、意味不明のまま用語だけがひ

とり歩きしているようです。 

総合とは総合ビタミン剤を例に挙げると、その説明書にはビタミン A.B1.B2....がどれくらい含まれ

ているか書いてありますが、正しくは総合ビタミン剤とはいえません。未知のビタミン剤が予想さ

れるからです。また、多様性とは個々の異なる性質で総合を作り上げる成分となります。自然界で

は総合は自然環境であり、生物が生きるためには欠かせない、万物が関係し合うネットワークとな

ります。ネットワークは日々変化していて、個々の生物は生きるために有効活用しています。要す

るに総合という言葉を使う場合は、これを構成する個々がどのように関係しているのか説明できな

くてはなりません。 

新型コロナウィルス感染で分かったことはウィルス自体以上に環境との関わりがほとんど未知であ

ることです。AI でこの関わり方を調べようとしても未知なるデータには無力です。大量な既知のデ

ータを調べることで天気予報に役立っても、自然環境のしくみは未知の要素が多く、感染病を通し

て世界は生死をかけての環境問題に直面しています。 

私たちは多くの粘菌を観察して、何億年もの間、他種と関わり合いを持ちながらも今にその姿を輝

かしている、その秘密を探ろうと、生育地の土壌成分や粘菌に群がる虫たちの特徴を調べていま

す。自然環境を大事にしたいという思いのもとで粘菌が教える自然環境とは何かをこれからも学び

たいと考えています。 
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